
日本基督教団 八ヶ岳伝道所 主日礼拝  NO.1157  2021 年 1 月 31 日 

牧師  山本護   奏楽 山本恵美    第一部礼拝  司式  青柳均     9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います               第二部礼拝   司式  福田奈里子  11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  12 めぐみゆたけき主を 

祈  禱 

聖  書 イザヤ書 40:28~31 

フィリピの信徒への手紙 3:12~14 

讃 美 歌 494 わが行くみち 

説  教 『 ひたすら走る 』 

祈  禱 

讃 美 歌  338 主よ、おわりまで 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 544 あまつみたみも 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面省略します。 

 「なすべきことはただ一つ、後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ、神がキリスト・イエ

スによって上へ召して、お与えになる賞を得るために、目標を目指してひたすら走ること (ﾌｨﾘﾋﾟ

3:13b~14)」。 

子供時分の通学路から始まり、今なお道草食うことが習いの私としては、ちと耳に痛い御言葉。と

はいえ、ふり返ると「ひたすら走る」というほど勤勉ではないにせよ、私たちなりにキリストが示す

道を進んで来たように思う。この地に教会が形成されたことは、ある種の「賞」なのかもしれない。 

教会は「神がキリストによってお与えになる(3:14)」もの。だから私たちが得たのは、そのキリス

トの働きに関わったことへの「栄誉賞」のようなものか。この賞は会員だけのものではない。教会文

書に記されない様々な人たちの祈りや奉仕なども、絶妙に結び合わされての栄誉賞であろう。 

ひと休みして後ろをふり返り、勝手に栄誉賞をもらってしまったが、実はまだ競技の途中であった。

「後ろのものを忘れ、前のものに全身をむけつつ(3:13b)」と聞いた矢先に、すみません。パウロは「兄

弟たち、わたし自身は既に捕えられた(キリストに)とは思っていない(3:13a)」という覚悟で走り続け

ているのに、ついつい道草食ってしまった。なぜならその直前、「自分がキリスト・イエスに捕らえら

れているから(3:12)」と語っているものだから、「あっ、そうか」とひと息ついてしまったのだ。 

それにしても「キリストに捕えられている(3:12)」のか、「既に捕えられたとは思っていない(3:13)」

のか、いったいどちらなのか。あれかこれか、無理に決めない方がいい。実際、懸命に走ってみると、

そうした感覚は交錯するものだと分るだろう。この比喩の意味を知ろうと競技場に出かけて行っても、

競技を「観る者」には分かるまい。競技を「する者」でなくては、キリストの恵みは掴めない。 

「前のものに全身を向けつつ(3:13b)」。「全身を向ける」の原意は「体を伸ばして」。これは明らか

に競技する者の姿。それも「後ろのものを忘れて(3:13b)」。つまり過去の栄光や挫折、他との比較や

これまでの経験則を手離し、今こそ、体を精一杯伸ばして「ひたすら走る(3:14)」。何のためにそうす

るのか。「神がお与えになる賞を得るために(3:14)」。「でも俺の人生、賞とは無縁」と思うだろうか。 

「賞を得る」とは何か。他者と優劣を比較しての一等賞や二等賞ではない。あえて名づければ「完

走賞」だろうか。だから誰もがゴールしうる。ゴールは寿命が尽きる時、ではない。「神がキリスト・

イエスによって上へ召して、お与えになる賞(3:14)」なので、「終りの日」にキリストと共に復活する

ことがゴールだ。キリスト者は死んで召され神の御許で憩いながらも、一方でまた完走賞をいただけ

るよう「ひたすら走り続ける(3:14)」。御国の競技場は、伝道所の林のようだったらいいのだがなあ。 

「わたしは、既にそれを得たというわけではなく、既に完全な者となっているわけでもない(3:12)」。

私たちは今、走っている最中で、それぞれに完走賞が用意されている。キリストを捕らえようとして

いるが(3:12)、それ以上にキリストに愛され、見守られ、捕らえられていることを感じている(3:12)。 

若者は倦み 勇士も倒れる(ｲｻﾞﾔ 40:30) 主に望みをおく者はいくら走っても 弱らない(40:31) 

私たちは体力で走るのではない むしろ体力は衰えたがゆえに 与えられる主の力(40:29)で走る  

2月の聖書研究会は、2/13(土)1:30～3:00(集会所)、2/22(月)10:00～11:30(甲府の YMCA研修室)。 

礼拝はリモートでも献げられます。牧師の動き:2/3(水)YMCAで聖書の話、2/16(火)ｷﾞﾘｼｱ語の学び。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


